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フ リー ド リ ッ ヒ ・ リ ス ト と彼 の 時 代
生誕200年に寄せて
諸 田 實
は じ め に
1.リ ス トと ドイ ツの初期 鉄道 史
2.経 済理論 家 としての リス ト
3.ジ ャーナ リス トとしての リス ト
は じ め に
フ ランス革命200周年 の陰 にか くれて ほ と ん ど
話題 にのぼ らなか ったが,1989年は ドイ ツの国民
経 済学 者 で鉄道業 の先覚者,政 策 論者,ジ ャーナ
リス トで もあ り,今 日で は経済 統合 の先駆 者 とし
て も評価 され る フ リー ドリッヒ ・リ ス ト(Fried-
richList,1789-1846)の生 誕200年に 当 って い る。
それ を記 念 して,リ ス トの生地 胃イ トリンゲ ソ市
の郷 土博 物館 で5月13日 か ら8月20日 ま で,「 プ
リー ドリッヒ ・リス トと彼 の時 代」 とい う展示会
が 開か れた。
展 示 された資 料 は総計698点 で,内 訳は,ロ イ
トリソゲ ソで送 った幼少 時代117点,ナ ポ レオ ソ
戦争5点,ヴ ュル ッテンベ ル クの役人時 代46点,
テ ユー ビソゲ ソ大学 教授 時代46点,ド イ ツの関税
'r運 動 の時 代45点,領 邦議 会 と ロイ トリンゲ ン
請 願 書36点,逃 亡 ・逮捕 ・出 国26点,ア メ リカ合
衆 国 で の リス ト59点,ドイ ツの鉄道制 度135点,
経 済理 論家 リス ト18点,工業 の発 展37点,家 族17
点,ジ ャー ナ リス トとして の リス ト48点,クフシ
ュタイ ンで の死7点,後 世 の 評 価(Nachleben)
56点であ る。 これ らの展示 資料 は 内外 の66都市 の
113機関か ら貸与 を受 けた も の で(外 国は6か 国15
都市の18機関),さ らに ユ18人の個 人 と24の機 関 が
援 助 ・協 力者 として名 を連 ね てい る。
展示会 の 『カ タ ログ』に は巻 末に 展示資 料698
点 の 目録 が付 され,そ の うち196点が写 真収録 さ
れているが,そ の うえ,上 記の内訳にしたが って,
リス トの生涯 と彼 の業績の解説 として6人 の専門
家が合計230頁を超 えるくわ しい評伝を執筆して
いる。展示会の開催は もちろん壮挙であるが,収
録された多数の貴重 な資料 といい,く わ しい評伝
といい,『カタログ』の充実ぶ りも私には ドイ ツの
繊 文化の底力を示すもののように思わ誕器 以
下 に 紹 介す るのは,評 伝 の うち鉄道 問 題(ミ ハェ
ル.ヘ ルマソ稿)と 経 済 理 論(ウ ル リッヒ・アイゼ
レーシュタイプ稿)と ジ ャーナ リス ト活 動(イ ザベ
く　　
ラ・プファッフ稿)の 部分である。なお,こ の展示








1989(以下 『カタ ロ グ』 と略 記 す る)小 林 昇 「リス トの ロ
イ ト リン ゲ ン」(『み す ず 』341号)を 参 照 。
(2)本稿 で は リス トの 著 作 を 次 の よ うに略 記 す る。
『リス 愉 集 』.Fri・dri・hLi・t.s・h・iften/R・den/B,i。f。,
hrsg,vonE,Beckerath,K.Goeser,F.Lenz,W.Notz,
E.Salin,A.Sommer,IOBde.,Berlin,1932-35.
『綱 要 』:正 木 一 夫 訳.『ア メ リカ経 済 学 綱 要 一一 ア メ リカ体
制 一 』 未来 社,1966年。
『自然 的 体 系 』:LeSystemeNatureld'EconomiePoli-
tique(FranzosischerTextanddeutscheLTbertragu-
ng),前記 『リス ト全 集 』 第4巻 。
『国 民 的 体 系』:小 林 昇 訳 『経 済 学 の 国 民 的 体 系』 岩 波 書 店 ,
1970年。
『農 地 制 度 』:小 林 昇 訳 『農 地 制 度 論 』 岩 波 文 庫 ,1974年。
な お,リ ス トの著 作 と関 連 す る リス トの文 献 に つ い て の
詳 細 で 網 羅 的 な研 究 に も とつ く,日 本 語 で 書 かれ た リス ト
研 究 の 代 表 作 として,『 小 林 昇 経 済 学 史 著 作 集 』VI.靱,
Vfff[,XI,未来 社,1978_79年,1989年を あ げ て お く。
◎
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1リ ス トと ドイツの初期鉄道史
全国的輸送システムと しての鉄道1840/41年
(1)
に リス トは鉄道 に関 す る3部 作 を ま とめ,そ の第
3部 を"DeutscheVierteljahresschrift"誌
(1841年第4号)に 発表 した。 リス トの鉄道 論 には,
1827年"AugsburgerAllgemeineZeitung"紙
に掲 載 された2通 の 手 紙(米 国 レデ ィングか らバイ
ニルソ王国鉱山顧問官 フォソ ・パーダー宛て)を は じ
め,鉄 道 専門 家 の名 声 を不動 の もの に した ライ プ
ッ ィ ヒ=ド レスデ ソ鉄道 の説 明 趣 意 書(1833年)
と"Pfennigmagazin"謙こ掲載 された ドイ ツの
鉄道 路線 図(1835年),『国家学 辞典 』 の 項 目 「鉄
道 と運 河 」(1837年),"Eisenbahnjourna1"その
他 に発表 され た多数 の論稿 な どがあ るが,3部 作
は 『国民 的体 系』 を書 きあげた彼 が 改め て この問
題 に取 り組 んだ もの で,「 リス トの鉄道 論 の 最 良
の作品 」 ともいわ れ てい る。
イ ギ リスの全 国輸送 網 は沿岸航 路 と運河 を 中心
とす るが,ド イ ツで は鉄道 網が 必要 で あ る。 「鉄
道 網が 完成す れぽ 内陸はす べて航 行 可能 と同 じに
(2)
なる。」鉄道網によって ドイ ツは多極分散的 な 工
業化を進 めて,イ ギ リスの工業覇権に対抗できる
であろ う。 ドイツでは産業革命に輸送革命が先行
すべ きことを リス トは認識していた。
鉄道網は輸送時間を短縮し,大 衆商品 の輸送費




し,教 育水準を引 き上げ,国 民的一体感を育て,
「精神的 ・政治的諸力」を強化 す る。 ドイツの政
治的統一のためYT全国的鉄道網が重要な点を強調
して,関 税同盟 と鉄道を ドイッ統一の大 目標へ向
か って歩調を合わせる「シャム双生児」「高層住宅
の各階を結ぶ階段」にた とえている。41年の論文
には鉄道 の軍事的有用性 も主張されている。 これ
まで鉄道不要論を唱えていた各邦政府が鉄道の必
要を認めて建設に着手 した ことは,リ ス トを満足
(4)
させたが,こ れ も彼の先見の明を示している。
鉄道建設の問題点 長 い試みの の ち1820-30年
間に,産 業革命終期のイギ リスで初めて新交通 シ
ステムとして鉄道が誕生 した。 リス トはその効用
を評価したが,同 時に米国での体験か ら,イ ギ リ
スの鉄道建設のや り方は時間 と費用がかか って ド
イツには不適当 と考え,む しろ 「過去8年 間に鉄
道の一等国にな った」米国に目を向け る必要を説
いたQち なみに,米 国の鉄道営業路線 総 延 長 は
1830年の23-7イルか ら40年2,818マイ ル,50年
(5)
9,021マイ ル とイギ リスを抜 いて 伸び てい る。
車輔 の改 良 の点 で も,リ ス トは米 国の蒸 気機 関
車を ドイ ッの手本 とみ た。 米国最 初 の鉄道 パ ルテ
ィモ ア=オ ハ イ オ鉄道 が採 用 したGillingham&
Winans社製 の機 関 車 を 。Eisenbahnjournal"
誌(1836年)に紹 介 し,従 来 の機関 車 よ り急 勾配
に も走行 可能 で,ト ソネル建設 が少 な くてす む,
と述 べて い る。 しか し,結 局,ド イ ッの機 関 車製
造 の手本 に な った のは,こ れ も リス トが1年 後),r
紹 介 したNorris社製 の 。WashingtonCountry
Farmer"号で あ った 。ちなみ に,1842年に ドイ ツ
の機 関車 は245台で,う ち ドイ ツ製38台(15.47%),
英 国製166台(67.76%),米国製29台,ベ ル ギ ー 製
(5a)
12台である。
リス トは ドイ ツの鉄道推進論者の最初の者で も
唯一の者で もないが,彼 を抜 きにして初期の鉄道
の歴史を語 ることはできない。 リス トは大勢の鉄
道技師や鉄道会社の指導者 と交流を重ね,路 線計
画,機 関車と車輔の改良,株 式会社の設立 と資金
調達,政 府 と民間 との関係な ど,鉄道に関する幅
広い知識の持主であ った。鉄道建設に2度 携わ っ









経済的 ・軍事的意義を認めていたが,経 済効果 の
くわ しい予測,工 事資金の調達s用 地買収や補償,
英米の鉄道会社 との収益比較 まで論 じた点は リス
トの功績である。彼はまた,鉄 道専門家の第一人
フ リー ド リ ッ ヒ ・リス ト と彼 の時 代
者 である上述の フォン ・バ ーダ0と も,ユ827年に
米国か ら手紙を送 って以来の知己であ った。バ ー
ダーは リス トの鉄道論の普及を後援 した。鉄道が
マイン 篇 ドーナ ウ運河に優先するとい う認 識 で
も,バ イエルン王国の交通 システムの計画でも,
2人の意見は一致していた。
リス トが 目指したのは,難 工事を避け,収 益の
見込みのたつ実用的な路線計画 と建設方法を採用





リス トは4点 を強調 した。
第1に,鉄 道の危険を指摘する識者の不安に リ
ス トは反対した。汽罐が爆発する危険は機関車の
改 良に よって解決され,速 く走るために風 と媒煙





との反対論に も,リ ス トは重要 な意味を認めない。
グーテンベル クの印刷術が仕事を創 りだ したよう
に,鉄 道 も働 く場所を創 りだすであろ う。再び米
国の例をもちだして,ペ ンシルヴェニアでは鉄道
建設 の結果,炭 坑が開発されて10年以内に5万 人
(s)
の雇用を創出した,と い う。
第3に,路 線の選定について リス トの基本的な
考7..は2つあ った。1つ は1地 方のみでな く,全
国民に とって経済的 ・政治的に有用 な路線を優先
させ,離 れた2つ の商業中心地を結び,中 間都市
に刺激を与}る 路線であること。「商 業 的 ・財政
的には最短路線 よ りも,貨 物 と旅客を最 も速 く,
(7)
最 もやす く輸送できる路線が最 も望 ま し い。」次
に,路 線網の範囲 と材質や性能は経済的必要 と財
政 的可能性 に即して決めるべ きで,水 路 と舗道は
鉄道を補完す るものである。技術至上のイギ リス
の鉄道 より収益性重視の米国のシステムを,ト ソ
ネルを掘 るよ りも山を迂回する ことを,英 国製の
重い鉄 のレールを輸入す るより薄い鉄で覆 ったや
一73-一
すい木製 レールの使用をすすめ,馬 車の併用 も考
えていた。鉄道建設の目標は 「与え られた状況の
下 で,で きるだけ少 ない費用で最大の商業的 ・財
政的 ・国民経済的効果をあげ ることであって,他
人 の目をひ く大工事の完成や勾配 ・迂回路線 の回
{B)
避iではな い。」




る。鉄道は農業 の発達を促進 し,消 費を拡大し,
税収を高める。王領地収入を建設費にあてて国家
的 ・経済的に望 ましい路線を建設すれば,経 営的
には数年後に元が とれるが,国 民経済的にはす ぐ
に効果がある。運賃を短期 の営利機会 よ り長期の
経済 ・商業政策的効用で調節すれば,そ の点で も
国家による資金調達は有利である。
ライプツィヒ=ド レスデ ン鉄道 リス トは鉄道
論者であっただけでな く,生涯に2度,鉄 道建設
に直接携 った。米国のス ク 一ールキル小鉄道 と ドイ
ツ最初の遠距離鉄 道 ライプツィヒ=ド レスデソ線
である。
米国か ら帰 った リス トは1833年6月に ライ プツ
ィヒへ移 った。南東 ドイツと北 ドイツの鉄道網の
結節点,出 版業 と輸出産業 の盛んな人 口4万 の メ
ッセ都市である。 同年秋に彼は 「ザ クセンの鉄道
組織論」を500部印刷 して,市 の有力者に配 った。
鉄道業に収益があること,英 国でな く米国の路線
建設方法を手本 にすること,資 金調達 は株式会社
に よること,な ど陳情書の形式で持論を展開し,
法改正その他政府の援助を期待 した。




取引所 ホールに賛同者が集 まって代表 を選んだが,
市民権 のない リス トはあ とか ら特別委員に選ばれ
た。
「数年間,昼 も夜 も私はこの企画の前途に立ち
はだかる計 りしれない困難を取 り除 くために奮闘
した。委員会を組織 してその討議を指導した。委
員会の名で公衆に向けて12編の報告を書いた。用





株式引受け(申 し込み)が開始 されると,予 想 に
反 して2日 間で完了する大成功であった。3週 間
後の6月5日 に第1回 の株主総会が開かれたが,
路線の計画 と建設を決定する10人の役員か らリス
トははず され,この時,彼は 自分が第2列 に押しの
けられたことを知 った。町の繁栄だけを望み,そ
のために リス トの専門知識を利用 しようとする有
力者 と,ド イ ツの全国的鉄道網の建設をめざす リ
ス トとの間の溝は,国 事犯であった彼の前歴 も影
響 して,最 後まで埋 まらなか った。 リス トが独断
でベル リソへ行 って北への延長線の認可を得 よう
とした ことも,役 員の反揆を招いた。結局,37年
に最初の区間の開通式に招かれたあと報齢 欝
払わ れ て,追 われ るよ うに8月 にパ リへ発 った。
工 事 は36年3月1日 に始 まったが,リ ーザ のエ
ルベ河鉄 橋 や オーベ ラウの ドイ ツ最初 の トソネル
な ど難 工事 の続 出で,費 用 も工 期 も予定 を大 き く
超 過 した。す でに37年に役 員会 は費用 の見込み を
200万ター ラーか ら350万ター ラ)`r`.Y`一修正 した が,
これ で もまだ足 りなか った。工 事 には数 百人 が従
事 して いたが,38年春 には7,000人働 いて いた こ
ともあ った とい う。 会社 の株式 の相場 も低迷 した。
リス トは早 くか ら工 費節 減 の代案 を提示 した が,
上述 の状 況 で容れ られ なか った。
最 初 の区 間が開 通 した のは37年4月27日,そ れ
か ら約2年 後 の39年4月4日 に全 線開 通祝 賀会 が
開 かれ た。 この席 でザ クセソ国王 は会社 の技 師 と
重 役を表 彰 したが,精 神的 父 〔リス ト〕 の こ とに
は一 言 も触 れな か った とい う。
テ ユー リンゲ ン,ヴ ュル ッテ ンベ ル クおよ びバ
ー デ ンの鉄 道1830年 代 に ライ プツ ィ ヒeド レス
デ ソ鉄道 に 関わ った リス トは,40年代に かけ て中
部 ドイ ツの テ ユー リソ ゲソ,南 ドイ ツの ヴ ュル ッ
テ ソベル クと1ー デ ソの鉄 道建 設 に 活 躍 し た。
1840年初め,プ ロイセ ンは東部 諸 州 と ライ ソ地 方
を結 ぶ鉄道 建設 を意 図 し,テ ユー リソゲソ の小邦
を迂 回 して 自領 を通 る北寄 りの路 線 の測 量を始 め
た。古 くか らの南 寄 りの商業路 に依 存す るテ ユー
リソ ゲソの小邦 に は大 問題 で,住 民 の間 に不 満 が
高 まった。
パ リで これ を知 った リス トは ドイ ツへ 帰 る こと
を 決意 した。 同年5月 に ゴー タへ着 くと,す ぐ地
元 の 新 聞 に ユス トゥス ・メーザ ーの 筆 名 で 論 説
C12)
を発 表 し,南 寄 りの路線 の 有 利 さを 強 調 し た。
南 寄 りの路線 は プ ロイ セ ソ案 よ り50kmほど長 い
が,旅 客 も貨物 も多 い都市 を結 ぶか ら需要 が大 き
い。建 設費 の大 半を市 民 が 負担す るか らプ ロイセ
ソ に も有利 のはず で,他 の諸邦 もテ ユー リソゲ ソ
都市 市場 へ参 入で きる。 プ ロイ セソが北寄 りを強
行す れば,テ ユー リソ ゲ』ソの市 民 は競争路 線 を作
るだ ろ う。 コー ブル ク ・ゴー タ公 エル ソ ス ト2世
と大臣 フ ォソ ・シ ュタイ ソは リス トの考 えを支持
した。
リス トの努 力が実 って8月1日 に テ ユー リソ ゲ
ソ3邦 政府 は会談 し,19日に条 約を結 ん で共 同行
動 を 約束 した。 彼は この条 約草 案を起 草 し,彼 の
論説 の一 部が会 談 の基礎 に な った。 ところが,こ
れだ け お膳立 て した のに,公 式 会談 は おろか夜 の
パ ーテ ィーの席か らも閉めだ され た。 リ ス トは
400ルイ ドール の金貨 とイ エナ大学 法学部 名 誉 博
士 号を受 けただ けで,ザ クセ ソに続 いて テ ユー リ
ソ ゲソ小邦 で も安 定 した地位 を得 られ なか った。
浪人 の リス トに仕 官 の道 が閉 ざされ ていた ので あ
る。
しか し,リ ス トの提案 した南 寄 り路 線 の案が 採
用 され,41年12月20日テ ユー リソゲ ソ小邦 と プR
イ セン とクアヘ ッセソ との間 に条約 が結ば れた。
テ ユー リソゲ ソ区 間の工 事は前 年に 設立 された テ
ユー リン ゲン鉄 道会社 に よって進め られ,1849年
9月25日に ハ レeカ ッセル間 の全線 が開通 した 。
南 ドイ ツの ヴ ュル ッテ ンベル クでは,ド イ ツ関
税 同盟 が発足 した1834年に,政 府 は国王 ヴ ィル ヘ
ル ム1世 の発 議で 国 内の交通 改善 の検討 を始 め,
4年後 に結論 を報 告 して運河 で な く鉄道 の建設 を
提 案 した。鉄 道建設 計 画は商 人 ・金融業 者 に歓 迎
され,35年 ウル ムに,翌 年 シ ュ トゥッ トガル トに
鉄 道会社 が設 立 され,合 併 して ヴ ュル ッテンベ ル
ク鉄道 会社 とな った。850万グルデ ンの株式 が 募
集 され,政 府 は測 量 のため に10万グルデ ンを支 出




この間 リス トは何度 もシxト ゥッ トガル トに滞
在して鉄道賛成 の世論形成に貢献 した。しかし,
政府 との和解は前歴が崇って不可能 で あ っ た。
1840年に鉄道建設を求める世論が沸騰 し,そ の声
に押されて,議 会で も国費に よる建設 に賛成する
意見が大勢にな った。議論の焦点は,建 設資金の
調達方法,路 線,特 にアル プ越えの場所,隣 国の
バイェルソ,バ ーデソとの接続の3点 であった。
リス トは早 くか らこの点について見通しを もって
いたが,40年に改めて建設 の効用を説 いている。
建設費の一部を国費で賄 うこと,隣 国 と接続すれ
ば有望な商業路になること,米 国を手本にして収
益の見込みの高い区間から着工す ること,旅 客 ・
貨物 とも少 ない区間は薄い鉄で覆 った木製の レー
ルを用い,馬 車鉄道がよい こと。 アル プ越えの難
問は機関車の改良に よる解決を期待 し,上 部 シュ
ヴァーベソの区間については リス トもコッタもバ
イエルンと共同で建設す ることを主張 した。
1841年5月リス トはまたシ ュ トゥッ トガル トを
訪れた。到着した 日に骨折す る事故にあったが,
各層の人hと 会談を重ね,論 文を執筆し,国 王の
接見 も実現した。路線の接続についてバイエルン
との会談に も参加を求め られ,政 府 との関係修復
が成 ったかに思われた。 しかし,リ ス トの仕官の
望みはまたしても妨げ られ,43年になって政府は
最終的に これを拒否 した。
同じ43年4月に鉄道建設法が公布 され,内 外 の
3人の専門家 の意見を求めた うえで着工 した。工
事は急 ピッチで進み,45年11月にエス リンゲγま
で,ユ 年後にル ドヴィヒスブル クまで開通 した。
上部 シュヴァーベソの区間は47年11月に完成 し,
50年にハイル ブmン=フ リー ドリッヒスハーフ
ェソ(ボーデン湖)間の全線が開通した。 アルプ越
えの難問も,リ ス トが10年前に予見 したように機
関車の改良の結果,ガ イス リンゲン付近で133メ
ー トルの高度差を克服 した。隣国との接続問題 も
解決 し,53年にバーデンと,54年にバイエルソと




列車がPイ トリソゲソ駅に到着した。 リス トの死
後13年である。
山の多い ヴsル ッテンベル クと比べて,ラ イソ
河沿いの平地に商業都市が南北に並ぶバーデソは,
それ らの都市を結ぶ鉄道建設に とって 「望み うる
くユ3)
最 良の地形 」 であ った。1833年マ ソ ハ イ ムの商
業 顧問 官 ニ ュウハ ウスは バ ー デ ソ 大 公 に 請 願 書
を 提出 した。 マ ンハ イ ム謂バ ーゼ ル鉄 道 の建 設費
と収 益 を試算 し,建 設 と経営 を民間株 式会 社 に委
せ る よ う提案 した ので あ る。 この請願 は受 理 され
たが それ 以上進 まず,35年初 め に出 され た ニ ュウ
ハ ウス とバ ーゼル商 人組 合 の認可 申請 は拒否 され
た 。
リス トは34年か らバ ーデ ソの鉄 道 論議 に参加 し
た。"Nationalmagazin``誌の短 い論説 で ニ ュ ウ
ハ ウス の試 算 を検討 し,35年2月 に"Eisenba-
hnjournal"誌に長 い論文 を発表 して,そ の抜 刷
をバ ーデ ンの議 員に 送 った。彼 は マ ンハ イ ム=バ
ーゼル鉄 道 がバ ーデンの農 産物 ,特 に ワイ ンに新
しい市場 を開 き,工 業 も輸 送費 の低下 で利 益 を得
る,と そ の経済 効果 を強調 した。 それ ばか りで な
く,鉄 道 は大公 国 を行政 的 ・軍事 的 ・社 会 的 に結
びつ け る。 米 国式 の木製 レール を利 用す れ ば150
万 グル デソは建設 費 を節約 で きるであ ろ う。
6月か ら8月 まで リス ト案 とニ ュウハ ウス案が
両 院で審 議 され た。 自由主 義者 の ヴェル ッカ ーや
戸ッテ ッ クは リス ト案 を支持 したが,同 国人 ニ ュ
ウハ ウスの案 の支持 者 も多 か った 。恐 ら く35年末
には リス トは認 可獲 得 の不 可能 であ る こ とを認 め,
半 ば諦 め て36年にバ ーデ ンでの活 動 を終 え た。
結 局,ネ ベ ニ ウスの新 しい 案に もとつ い て計 画
が進 め られ,38年2月 の臨 時議 会 で国有鉄 道 建設
法案 が 可決 され,4月 に着工 した。 マ ンハ イ ム=
ハ イデ ルベ ル ク間 が40年9月 に,43年に カール ス
ル ーエ まで,44年に オ ッフ ェン ブル クまで,45年
に フ ライ ブル クまで開通 し,イ ス タイ ソの難工事
を 完成 して47年にバ ーゼル まで全線 が 開通 した。
他 の ドイ ツ鉄道 が1.435メー トル の標 準軌 間 で あ
った のに,バ ーデ ンの鉄道 は,リ ス トらの専 門家
一76一 フ リー ド リ ッ ヒ ・ リス トと彼 の時 代
の 意見 を 容れず,1.600メー トル であ った。 そ の
た め54年か らレール の取 替 え工 事 が始 ま り,数 年
内 に500キロメー トル の取替 えを完 了 した。
{1)DasdeutscheEisenbahnsystem〔1〕〔II〕〔皿 〕(『リス
ト全 集 』 第3巻1,306-377頁)。第3部 の題 に は 「ドイ ツ
の産 業,ド イ ツ 関 税 同盟 お よび ドイ ツの 国 民 的 結 合 一 般 を
完 成 させ る手 段 と し て」 とい う言 葉 が つ い て い る。 なお,
リスrの 鉄 道 論 に つ い て は,富 永 裕 司 『交通 学 の 生 成
交 通 学 説 史 研 究 』 日本 評 論 社,1943年。 大 谷 津 晴 夫
「フ リー ド リ ッ ヒ ・ リス トの 鉄 道 政 策 」(1)②『上 智 経 済 論
集 』25-1,2,1978年o小笠 原 茂 「フ リー ド リ ッ ヒ ・ リス
トの ザ ク セ ンの鉄 道 組 織 」 「1840年代 の リス トの 鉄 道 論 と
南 ドイ ツ に お け る鉄 道 網 の形 成」 『立 教 経 済 学 研 究 』36-
3,37-3,ユ983,84年を 参 照 。 リス トの鉄 道 論 とそ の 解








(3)1840年に キ ロ メ ーDレ 当 り運 賃 は 荷 車 で30^-40プフ ェ ー
ニ ッ ヒ(Pf.),鉄道 で16.9Pf.,旅客 運 賃 は 急 行 馬 車 で9.2
Pf.,郵便 馬 車 で6.9Pf.,鉄道 で は1等 で6.9Pf.,2等で4.6
Pf.,3等でaIPf.,であ った 。 『カ タ ロ グ』161頁 注(11)。
44)リ ス トは 前 記3部 作 の 第3部 で,関 税 同 盟 内 の国 民 的 路
線 の 全 長 を520マイ ル,そ の 建 設 費 を約1億5,000万タ ー ラ
ー と見 積 り,「上 記520マイ ノレ中1/5以上 が す で1,r完成 し た
か,来 年 中YrL完成 す るで し ょ う」 と述 べ て い る 。 『リ ス ト
全 集 』 第3巻1,355頁 。 な お,三 月 前 期 の プ ロ イセ ン の
工 業 化 政 策 の 指 導 者 の うち,関 税 同 盟 の 推 進 者 モ ッ ツ とマ
ー セ ンは鉄 道 建 設 に 「積 極 的 な 関 心 」 を 寄 せ,殖 産 工 業 の
父 ボ イ トと政 商 資 本 家 ロー タ ーは 「鉄 道 時 機 尚 早 論 」 で あ
っ た とい う。 高 橋 秀 行 『近 代 ドイ ツ工 業 政 策 史 』 有 斐 閣,
1986年,223-26頁。
{5)リ ス トの 死(1846年)ま で の 関 係 国 の 鉄 道 営 業 キ ロ数 は
表 の とお りで あ る。 米 国 の 数 字 は原 表 で は マ イ ル,こ こで
は1.6倍した 数 字 を 記 した 。
〈5a)1851年に は1,084台中 ドイ ツ製679台(62,6%),英国 製
281台(25.9%),その他124台と英 独 の 数 字 が 逆 転 す る。H.
Mottek,WirtschaftsgeschichteDeutschlands,Bd.II,
S.173.
〈6)『リス ト全 集 』第3巻1,211頁 。ま た,,,Nationalmagazin"
,5R,(1834年)で,ラ イ プ ツ ィ ヒで は 車 大 工,鍛 冶 屋,
鞍 作 り,宿 屋 な どは 鉄 道 の影 響 を 何 も うけ てい な い,と 述
べ て い る。 『カタ ロ グ』164頁,注(74)。
禰 『リス ト全 集 』 第3巻1,314頁 。
(8)『リス ト全 集 』 第3巻1,382頁 。一 流 の 鉄道 論 者M.M.
フ ォ ン ・ヴ ェ ーバ ーは,1862年に 初 期 の ドイ ツ の線 路 工事

































































































『マ ク ミラ ン世 界歴 史 統 計 』(1)ヨー ロ ッパ 篇,609-10頁。
『ア メ リカ 歴 史 統 計 』第H巻,731頁 。
似 て い る,と 記 して い る 。 『カ タ ロ グ』165頁,注ice)。
⑨ 「ドイ ツの 国 民 的 路 線 全体 の 収 益 性 は,わ れ われ が 植 え
た 樹 木 の 収 益 性 と同 じ よ うに 確 か で あ る 。」 『リス ト全 集 』
第3巻1,364頁 。
⑩ ザ クセ ン需コー ブ ル ク瓢ゴ ー タ公 工wン ス ト1世 へ の 手 紙
(24.ユ2.1840),『リスr全 集 』 第3巻1,35頁 。 実 際 に は
7編 の 報 告 を書 い た に す ぎ ない,と い う 『カ タ ロ グ』165
頁,注(103)。
(11)4,000ター ラ ーの 報 償 金 と台 つ きの 高 杯 を リス トは 受 け
と った 。 周 知 の よ うに,リ ス トは ヴ ュル ッテ ン ベ ル ク王 国
で政 府 … … へ の 侮 辱 の罪 で1822年に10か月 の実 刑 判決 を う
け,逃 亡 ・逮 捕 ・拘 禁 を 体 験 して い る 。
⑫ ユ ス ト ゥス ・メ ーザ ー(1720-94年)はオ ス ナ プ リ ュ ッ
ク司 教 領 の高 官 で,往 時 の 国民 生 活 に つ い て 綿 密 な記 述 を
遺 した 歴 史 家 。 リス トは1840年に フ ラ ンス 首 相 テ ィエ ー ル
か ら,交 通 問 題 の 専 門 家 とし て フ ラ ンス 政 府 は 良 い 地 位 を
提 供 す る用 意 が あ る,と の 申 し 出 を 受 け て い た 。 し か し,
彼 は祖 国 ドイ ツに 敵 対 して 働 く こ とを望 まず,こ の 申 し 出
を断 わ った 。 また,ベ ノレギ ー政 府 か ら メヘ ノレン篇レー ヴ ヱ
ン区 間 の 開 通式 に 招 か れ た こ と もあ り,ベ ノレギ ー国 王 と大
臣 ノ ー ソ ン プ男 爵 は リス トの意 見 を評 価 して い た 。 鉄 道 専
門 家 として の リス トの 評 価 は 米 国,フ ラ ンス,べwギ ㌦
ハ ンガ リー で高 か った 。E.Wendler,FriedrichList.
PolitischeWirkungsgeschichtedesVordenkersder
europaischenIntegration,ユ989,68-79.
㈲ 『リス ト全 集 』 第3巻1,229頁 。
6
プ リ0ド リ ッ ヒ ・リス ト と彼 の 時 代
2経 済理論家としての リス ト
米 国時 代 の端 緒,『綱 要』 リス トが経 済理 論家
として登場 す るのは,故 国 を追放 され て米 国に い
た時 であ る。 イギ リスの輸 出攻 勢 に対処 す る貿易
政 策 をめ ぐる急 務の論 争 に参加 して,1827年8月18




に即 して経済学 の通説 を反駁 して,リ ス トの理論
体系に礎石を据えた この論説が,「ペン シ ルヴェ
ニア工業 ・技術促進協会」副会長インガーソルへ
の書簡集 とい う副題をつけて同年12月に出版 され
た 『綱要』である。
『綱要』には リス トの経済学説の根本問題一
古典派の 〔交換〕価値学説に対す る批判,生 産諸
力の理論,歴 史的段階説一 がすでに提起 されて
いる。 この うち段階説が米国で の 生 活(リ ストの
異文化体験)に 由来することについては,彼 自身
がのちに述べている。「この新 しい国 で 経済学に
つ いて読む ことのできる最良の著作は生活である。
…… この国では じめてわたしには国民経済 の段階
的発展が明瞭になった。 ヨmッ パでは数世紀の









の論題を第5書 簡で,2の 論題を第6書 簡で,そ
れに対 して3の 論題つま り世界主義経済学の批判
を第7～ ユ2の6通の書簡で論 じている。個人の経
済学 とも世界主義経済学 とも区別 される,す べて
の国民が もつべ き独 自の経済学が国民経済学であ




上記の 「協会」(1826年設立)に は フィラデル フ
一77一
イアの工場 主 の ほか米 国 の保護 関税運 動 の思想 的
指 導 者(ケ ア リー,イ ンガーソル,デ ュポンシ ョウ,
フィッシャー)が 加 入 して いたが ,リ ス トは ユ82?
年か らこの協会 のため に文筆 活動 を始 め泥。 そ の
直接 の動機 は 関税率 引上 げ運 動 であ る。 連邦 議会
には27年1月 国産 毛 織 物 保 護 の 法 案(い わゆる
。MalloryWoollenBill")が提出 され,激 論 のすえ
に廃 案 とな った。 次 の議会 で の論 争 の再燃 は必 至
の情 勢 で,賛 成 ・反対 両陣 営 とも世 論 に 訴 え よ
(3)
うとしてい た。『綱 要』 は こ うい う状 況 の 中 で 書
かれ た ので ある。 リス ト の 論 説 は "National
Gazette"のほ か15以上 の地 方紙 に も転載 さ れ,
「熱 狂的支 持 」か ら 「辛 辣 な嘲弄 」 まで さま ざま
な反響 が あ った。南 部 の有 力紙"Gonstitutional
Whig"の編集 者は 『綱要 』 を読 ん で 「目を さ ま
された 」 と 書 い た が,"NewYorkEvening
Post"紙は リス トを ドイ ツ帝 国(当 時 は存在しなか
った)の 工場 主 の代言 人だ と嘲笑 し,「も っと冷 静
な議論 と公正 な調子 で 」「そ ん なにつ め こん で 絶
(4}
叫的にな らない」 ように苦言を呈 した。
パ リの懸賞論文 リス トの第2の 経済学の大作
である 『自然的体系』の原稿はX913年に フ ラン
(5)
ス王立学院の文書館で発見 された。 こ の 著 作 は.




意 図する場合に,国 民的生産者の諸利害 と消費者
大衆の諸利害 とを最 も公正 なや り方で調整す るた
めに,こ の国民が考慮すべ き事柄 は 何 か」 と い
(s)
うのであった。37年11月半ばか ら12月末 ま で6
週間で完成 した。「夜半の1時 か2時 か ら10時ま
で執筆,そ れか ら図書館 で午後3時 まで勉強 し,
そのあとまた5時 半まで執筆」と妻への手紙に書
(7)
いている。当時 の リス トは鉄道業に職を得 る道を
閉ざされ,米 国にある財産 も失なって苦しかった




に 「注 目に価いす る」ものとい う評価を得たが,
一78一 フ リー ド リッ ヒ ・リス トと彼 の 時 代
賞金は彼に与え られなか った。作品の出来ばえに
は 自信を もっていたが,自 分の論文は拒絶 され る






いるのに,リ ス トの作品は貿易の制限を主張 した
ものであった。 リス トは,彼 が高 く評価していた
フラソスの経済学者シ ャルル ・デ ュパソが審査員
の1人(「アヵデミー」の総裁)で あ ったことに望み
を託 していたのか もしれない。返却 された原稿を
彼 は放 っておいたが,こ の作品が リス トのr最 も




と目され る 『国民的体系』は,上 記『自然的体系』
を 「一層完成 した体系」へ と発展 させる構想の第
一弾,「その全体系 中特に実践的な傾向を持 つ 序
論的一章」(小林)として出来上 った ものである。
『自然的体系』以後に書かれた 「バ ウリソグ博 士
と ドイツ関税同盟」「歴史の法廷に立つ経済学」,
2つの体系的な準備作品 「歴史的視点か らみた外
国貿易の 自由と制 限」および 「国民的工業生産力
C8)
の本質 と価値について」は,い ずれ も 『国民的体





『国民 的体 系』 の原稿 は,少 くともそ の一 部分
は1839年に パ リで書か れ,40年7月 には 印刷 に入
って いた。41年4月17日に 出版 された が,2ケ 月
後 に著 者は 「私 の書物 は飛 ぶ よ うな売 れ行 きです 。
ミュソヘ ン,ア ウ クス ブル ク,シ ュ トゥッ トガル
トで は全 部数 が売 り切 れ です 。 多分,他 所 で も同
じで し ょ う。大 当 りです。 間違 い な くす ぐに第2
版 が必 要 にな るで し ょう。」 と喜 び の手 紙 を 書 い
てい る。再 版分 を合わ せ て1,000グル デンの 印税









想の下図」として,1.農 地 制 度 と農 地 政 策
2.工業制度 と工業政策3.交 通制度 と交通政
策4.財 政制度5.司 法 制 度 と行 政 制 度
6.国防制度7.国 家制度 と議会制度8.国
民の精神 とそれが生産諸力および富の獲得にあた
}る影響9 .国際関係 と対外政策 をあげてい
るのは,リ ス トの経済学体系の構想 と考}て よい
であろ う。 この構想が実現しなか ったのは,健 康
上の理由もさることながら,彼 が 「書斎のために
書 くことだけを旨として」「講壇のための体 系 の
建設 にたずさわる」よ りも 「下働 きの仕事にしか




った。」マル クスとヴェーバーの著書を除 け ば,
ドイツの経済学の書物 の中で 『国民的体系』ほ ど
(iv)
世界中で読 まれた書物はないであろ う。経済学者
リス トは どの ような問題 と取 り組んで格闘 し,ど
のような思想,ど のような 目標を示 したのだろ う
かo
経済学における リス トの地位 重商主義 と重農
主義学説 とアダム ・ス ミスの古典派理論 とい う経
済学の3大 潮流が リス トの思考 の中で合流 してい
る。「実践の進むべ き道を照 らさないよ うな 科 学
(13)
がなにになるのだろ うか」と書いているように,
実践的な理論の構築を 目指した リス トに とって,
重農学派ケネーの経済理論はむしろ批判の対象で
あった。 リス トのケネー批判は,要 す る に,「有
効で国民的な貿易制度」 とそれを基礎づける国民
経済学の体系を模索す る彼に とって,ケ ネーやス
ミスのように 「国民 とい う概念をかえ りみずに」
「一般的 自由貿易の理念」「国際貿易の絶対 的 自
由」「国の内外での取引の 自由 とい う思想(ユ4)」を
説 く世界主義経済学に無批判に従 うな らsr印刷





なかろ うか」とい う懸念か ら出ているように思わ
れ る。 リス トに とってはイギ リスの重商主義者の
考 えと同じく 「商業は,そ の作用が国家の利害に
(ls)












として評価 されたが,そ の経済学の体系が 「国民
とい う概念をかえ りみない」世界主義経済学に終
った点で批判 された。 リス トが問題にしたのはス
ミスである。「ス ミスの体系はそ もそ もすべ て の
国民的結合に反対す るばか りか,す べての個人を
生産者 と消費者 とい う2つ の部分に分割する点で,
原子論的 ・世界主i義的体系 と呼ばれてしかるべ き
であった。」「ス ミスは重農主義 の体系の両脚を折
ったけれ ども,そ の頭にあたる商業の自由 とい う
原理を,自 己の体系 を飾 りたて るために旨い具合
Cエ8)
に見つけたのである。」
ス ミスの 『国富論』は1776年に刊行 され ると,
どこよ りも早 くドイ ツに受容された。ただ し,新
興の産業 ブルジ ョアジーではな く,穀 物輸出に利
害を もつ東 エルベの貴族地主層 と英国品の販売に
利害をもつ仲継商人層の間に,穀 物輸出の 自由 ・
仲継商業 の自由の理論的バイ ブル と し て,「ス コ
ッ トラン ド生 まれ とい うよ りは プロイ セ ン生 ま
れ」(トロイェ)の自由貿易論に変容 されて受 け容
(ユ9)
れ られた。 リス トは書記 として テ ユー ビン ゲ ン
大学で勉強中の1813年にこの学説 に接 した と思
われるが,『国富論』そのものよ りその忠実 な 祖
述者である 工B.セイを通 して学 んだ よ うで あ
る。
一r9
ス ミスが労働を抽象的労働 として把握 し,こ れ
に よってその種類を問わず労働を量的に比較可能
にした点,ま た分業(労働の分割)に よる労働の生
産 力の上昇を強調 した点は,ス ミスの創見 とされ
ているが,リ ス トはどち らの点についても十分に
理解してはいなか った ようである。 リス トにとっ
(2p)
ては労働は 「目標に向け られた特定の 活 動」「自
分 自身や他者に有用で価値あるもの,ま たは 目的
に導 く力を も作 りだす とい う意図にもとつ く人間
(21}
の肉体的な ・多少は精神的な活動 」であ り,労働
の分割 より労働 の結合が,「国民的労働市 場 の成
立」が問題であった。結局,リ ス トにとって,ス
ミスの学説は ドイッの現状に適合 しないあま りに
も近代的な理論であった。言いかえれぽ,独 立科
学 として経済学を成立させ る現実的諸条件が ドイ
ツにはまだ成熟 してお らず,そ れへ 向けての近代
的な産業発展 とそのための諸条件の形成が,リ ス
トには急務の課題であった。
リス トは同時代の経済学者か ら,時 代遅れの重
商主義に逆戻 りした と非難 された。非難は 「彼 の
重商主義 と保護制度」に向け られ,リ ス トはス ミ
スを乗 りこえる代 りにス ミスをコルベールとウォ
ルポールに歪曲させた,と 言われた。 リス トの理




外 国貿易に偏重 した商人の ようなものと見 る。有
機的 ・国民的体系 〔リス トの体系〕は国民を……
貿易政策によって力と対外影響 力とを維持 ・増大
す るばか りでなく,国 内において も政治的 ・道徳
的 ・知的 ・経済的状態を改善 し,諸 力を強め,総
じて国民の将来の安全を護ろ うと努める全人のよ
うなものと見 る。2つ の体系は,帳 場にず っと坐
っている商人 と,手 広 く商売をす るだけでな く工
場 も農場 も大勢 の家族 も所有 して,家 族 の 道 徳
的 ・知的繁栄 と将来を配慮する商人 とのよ うに異
(23)な
っている。」
重商主義者の主張が具体的 ・例証 的 で,「国民
的 ・保護関税政策」の先駆であった点が リス トを
引きつけた。同時代の多数の自由貿易の信奉者に
反対 して,彼 が少数者の立場を堅持したのは重商
一一80一 フ リー ド リッ ヒ ・リス トと彼 の 時 代
主義の歴史か ら学んだか らである。イギ リス人の
甘言にのせ られ 〔て 自立的な国民経済の建設に失
敗し〕た18世紀のスペイン 〔やポル トガル〕は,
リス トに よれば,英 国製輸入品の競争に苦しみ喘
く"19世紀の ドイツに とって 「歴史の教 え」であっ
た。 フェリエ,シ ャプタル,デ ュパソ,ル イ ・セ
イなどフラソスの新重商主義者の保護関税論か ら
も少なか らぬ影響を受けている。
価値の理論 と生産諸力の理論 リス トの理論 は
決 して重商主i義の二番煎じではない。19世紀の状
況に応 じたそ の再生である。 リス トは 「生産諸力
の理論」を もってス ミスの 「価値の理論」を乗 り
こえ ようとした。
「富は交換価値である。交換価値を得 るために
のみ人は買った り売 った りする。個h人 が交換価
値の利益に よって富む とすれぽ,国 民 もまたそ う






リス トに よれば これは 「商人の理論」であ り,彼
は自由市場の力を手放 しで信頼することはで きな
かったQ
商品は一方では有用物(使用価値)で あ り同 時
に取引対象(交換価値)で ある,と い うス ミス の
区別を リス トは受 け容れない。む しろ使用価値を
交換価値 と対抗させ る。価値の理論では 「わが国
が亜麻,羊 毛,穀 物,綿 製品,馬 鈴薯,絹 織物,
石材,亜 麻の種子,毛 織物,ラ ソプのどれを輸出
入す るか区別 しないであろ う。 この理論 にとって
は これ らの物はすべて実物で(innatura)ある の
ではない。すべて価値に転化している。……理性
的実践は,こ れに反して,外 国貿易を 国 民 の 生
産諸力に及ぼすそ の持続的影響によっ て 判 断 す
(25)
る。」 リス トは,他 の諸 国民がその産業的 能 力 を
産業的に未発展な国hを 搾取す るために利用す る
のではないか と心配 して,ド イッが これ らの財貨
を 自給で きるように考 えたのであった。
〔国民的〕生産諸力の増大のためには価値の損
失 も敢えて避けないとい う点で,リ ス トの理論は
政治的破壊力を持 っている。だれが価値を犠牲に
す るのか,い かにしてそ う仕 向けるのか。 リス ト
の考えはこ うである。高関税を賦課して特定の商
品の輸入を阻止すれぽ,自 国の生産能力は一層発
展す るであろう。外国の競争がな くな り,代替品
の国産が進むか らである。彼は保護関税を自国の
生産能力を発達 させ るいわぽ 「国家的育成手段」
とみた(「育成関税」Erziehungszol.le)。「保護関税
を採用した結果生ず る国民の損失は,い ずれにし
ろ価値にすぎない。それに対 して,〔保護関 税 に
よって〕国民は末長 く,測 りしれない価値額を生




関税保護は奢修品 よ りも大衆消費財に,半 製品
よりも完成品に重点をお くのが よいが,同 等の発
展段階に達すれぽ廃止すべ きだ,と 彼は考 えてい
(27)
た 。
(1)産業 革 命期 に競 争 力 を 飛 躍 的 に 高 め 生 産 量 を激 増 させ た
イ ギ リス 綿 製 品 の 輸 出 は,ま ず ヨmッ パ 諸 国 と米 国 へ 殺
到(1820年綿 布 輸 出 の6割)し,米 国,ド イ ツ,フ ラ ンス
で活 発 な 対 英 貿 易 論 争 を ひ きお こ した 。 リス トは ドイ ツ と
米 国 で これ に 参 加 した とい え る。 ドイ ツ につ い て は,拙 著
『ドイ ツ関 税 同盟 の成 立 』 有 斐 閣,1974年。 な お,『 国 民 的
体 系 』 の 訳 注(5)に よ る と,新 聞 に発 表 さ れ た の は 第11書
簡 まで とい う。米 国時 代 の リス トにつ い て は 別 の 機 会 に 紹
介 した い が,最 近,E.Wendler,FriedrichList.1789/
1989.EinehistorischeGestaltandPionierauchim
deutsch-amerikanischenBereich,1989.(英独 対訳)が
出 版 され た 。
(2)『国 民 的 体 系 』9頁 。
(3)『カタ ロ グ』119頁。 宮 野 啓 二 『ア メ リカ国 民 経 済 の 形 成 』
御 茶 の水 書 房,1971年を 参 照 。
(4)前者 は リッ チモ ン ドの 同紙 編 集 者J.H.プ リザ ン ツ の
ユ827年12月25日付 け の手 紙,後 者 は 自 由貿 易 派 の 新 聞 の
1827年8月25日号 の論 説 。 『リス ト全 集 』 第2巻,23,352
頁 。
(5)『国 民 的 体 系』524頁の 訳 者 解 説 では1925年に 発 見 され た
と あ る。 なお,『 経 済 学 の 自然 的 体 系』とい う題 名 につ い て
は 『リス ト全 集 』第4巻,3頁 を参 照 。 自然 的 とはrichtig
(正しい,真 の,公 正 な)の 意 味 で あ る 。
(6)1830年代 の ヨー ロ ッパ の 政 治 ・経 済 状 態(七 月王 政 下 の
自 由 主 義 の 勝 利,ド イ ツ 関税 同 盟 の 発 足 な ど)を考 え る と,
こ の課 題 は 当 時 の 「中 心 問 題 」 で あ った 。 『リス ト全 集 』第
4巻,9頁 以 下 を 参 照 。
(7)1838年1月1日付 け の 手 紙,『 リス ト全 集 』第4巻,47頁 。
フ リー ド リッ ヒ ・リス トと彼 の時 代 一81一
(8)最 初の 論 文 は"AugsburgerAllgemeineZeitung"
に,次 の論 文 は"Constitutionel``に(フラ ンス 語),あ
との2編 は"DeutscheVierteljahresschrift``に発 表 さ
れ た 。 な お,肥 前 栄 一 『ドイ ツ経 済 政 策 史 序 説 』 未 来 社,
1973年,前篇 補 論;毛 利 健 三 『自由 貿 易 帝 国主 義 』 東 京 大
学 出 版 会,]978年,4を 参 照 。
(9)『リス ト全 集 』 第6巻,637頁 。
(10)発売 開 始 は1841年5月,同 年6月1日 の"Allgemeine
Zeitung"に広 告 が 出 た 。 手 紙 は妻 に 宛 て た6月19日 付 け
の もの 。 第3版 ま では 各版1,000部ず つ,定 価 は2タ ー ラ
ー ,]850年の ホ イ サ ー版 は2,000部印刷 。 『リス ト全 集 』 第
6巻,638頁;第8巻,586頁 。
⑪ 『農 地 制 度 』205頁。 『国 民 的 体 系』 の 第1の 扉 に 「第1
巻,国 際 貿 易.貿 易 政 策,ド イ ツ 関 税 同 盟 」 とあ る点 もこ
れ を示 し て い る。
⑫ 『国民 的 体 系 』 は ハ ンガ リー語,フ ラ ン ス語,英 語(米
国 と英 国 で),ロ シ ァ語,ス ウ ヱー デ ン語,中 閣語,日 本
語 に翻 訳 され て い る 。
⑬ 『国民 的 体 系 』45頁。
㈱ 『国 民 的 体 系 』183,46,5頁。
¢5)『国 民 的 体 系 』44頁。 『綱 要 』 の 第1書 簡 に も これ と似 た
文 章 が あ る 。
⑱ 『カタ ロ グ』173頁。 「商 人 に は 利 潤 を もた らす が,国 民
体 には 損 審 を 与 え る,そ うした 貿 易 が あ り うる」 とい うイ
ギ リス重 商 主 義 者 の 認 識 は,「 国 内 工 業 に生 気 を 吹 き こ む
商 業 」 と 「これ を 減 ぼす 商 業 」 との 区 別 とい う リス トの認
識 に 受 け つ が れ て い る。 大 塚 久 雄 『歴 史 と現 代 』 朝 日選 書,
1979年,47頁;拙著 『ドイ ツ 関 税 同 盟 の成 立 』368頁。
働 『カ タ ロ グ』173頁。
㈱ 『リス ト全 集 』 第8巻,694頁(1843年7月14日 付 けF.
Dingelstedt宛て の 手 紙);第4巻,447頁(『 自然 的 体 系 』
第28章)。
⑲ ゲ ヅチ ン ゲ ン大 学 が ドイ ツ にお け る最 も重 要 な 「イ ギ リ
ス 経 済 思 想 の 侵 入 口」 で あ り,19世紀 初 に か け て 重 農 主 義
とス ミス主 義 に も とつ く「経 済学 の 新 しい 教 科 書 の 氾 濫 」が
お こ った とい わ れ る。 拙 著 『ドイ ツ 関税 同 盟 の 成 立 』55,71
頁 。
㈲ 『カ タ ロ グ』175頁。
㈱ 『リス ト全 集 』 第5巻,40頁(国 家 学 辞 典 の 「労 働 」 の
項 目)。 リス トは経 済 を循 環 と して よ り も完 成 へ 向 か っ て
進 歩 す る過 程 と考 え て い た 。 『カ タ ログ 』183頁。
伽 「ラ イ ン新 聞」(1843年2月10日)に 掲 載 され たH.H.
BrUggemannの書 評,『 カ タ ログ 』 ユ83頁。
㈲ 『リス ト全 集 』 第8巻,694-95頁(1843年7月14R付 け
のF.Dingelstedt宛て の 手 紙)。
図 『リス ト全 集 』 第9巻,169頁(抜 粋,断 簡,メ モ,「 価
値 の 理 論 に対 す る 生 産 諸 力 の 理 論 」)。
㈲ 『リス ト全 集 』 第9巻,168頁(「 価 値 の理 論 に 対 す る 生
産 諸 力 の 理 論 」)o
㈲"Zollvereinsblatt"1844年.
鋤 「経 済 理 論 寂 とし て の リス ト」 を扱 った 『カ タ ロ グ』 の
こ の部 分 で は,残 念 な こ とに,「 リス トの 全社 会 科 学 的 体






論については,住 谷一彦 『リス トとヴェーバー』未来社,
1969年,前篇を参照。
3ジ ャーナ リス トと して の リス ト
雑 誌発 行者 と して の リス ト リス トは請 願書 や
陳情 書や謁 見,パ ソフ レ ッ ト,協 会設 立,論 説 や
雑 誌 な ど,あ らゆ る手段 で 自説 を訴 え た。頑 固 に
自説を 主張 し,激 しい気性 で 妥協性 に 乏 し く,敵
を作 りやす い彼 の性 格は ジ ャーナ リス トとして の
活動 に も反映 してい る。
15歳で ヴ ュル ッテソベ ル ク王 国 の書記 の見 習 い
に な ってか ら10数年 の行 政 官 の生活 とそ の間 に体
験 した 同国 の憲 法 闘争(1815-19)が,2つのi雑誌
の編 集 と発 行へ 彼 を 向か わせ た。 国制 の近 代化 を
計 る国王 と古 い等族 議会 とが対立す る中 で,自 由
主義 改革派 の立 場 で世論 を味 方 につ け るた めに,
1816年7月ロイ トリソゲ ソ市長 カ ソ メラー博 土,
フ ォン ・ダムベ ノイ 男爵 と創 刊 し た 。DasWし
rttemわergisclleArchiv"で}ま,リス トは 編
集 の ほか大部 分 の原稿 を執 筆 した。 同年 中 に3号
と特 別 号1冊 が 出たが,第2号 には 「農民 所有 地
の際 限 ない分 割 を排 す る」 とい う論文 が無 題 で発
表 され た。第1号 は予 想以 上 の出来栄 えで,月 刊
を要 望す る声 もあ った が,読 者 は官 吏 と書記 であ
った。 翌 年に は 「愛 国的雑 誌 」の名称 をつ けた が,
検閲制 限 が廃 止 され た(17年1月)の ち,リ ス ト
は立憲 王制,言 論 ・出版 の 自由r所 有 権 の不 可 侵
性 を論 じて いるo
も う1冊 は リス ト,シ ュー ブ ラー,ケ ス ラーの
「真理 を愛 好す る ヴ ュル ッテ ンベル ク人 の協 会 」
が発 行 した"DervolkafreundausSchwa-
ben,einVaterlandsblattfurSitte,Recht
andFreiheit"であ る。 第1号 は..年1月24
日に発行 され,風 刺 を交},民 衆 の郷 土意 識 に合
った 内容が 好評 を呼 んだ。 国 王 も当初 は改革 路線
を支 持す る この雑 誌 に好意 的だ った が,19年7月
に憲 法問題 が や ま場 に さしか か り等族 議会 の 同意
が 必要 とな った時,こ の雑 誌 の発行 を続 け る こ と
一82一 フ リー ド リッ ヒ ・リス トと彼 の 時 代
は 困 難 に な っ た(ヴ ュル ッテソベルク王国憲法は
1819年9月25日に制定 された)。編集 者の シ ュー ブ ラ
ーは何度 も裁 判所 に召喚 され ,結 局,1822年6月
29日『人 民 の友 』 は発行停 止 に追 い こまれ た。
Das?rganfurdenHandela-u.Fabri-
kantensta皿d"1領邦 ヴ ュル ヅテンベ ル ク で
な く全 ドイ ツの国民的 商業政 策 のた めに テ ユー ビ
ソゲ ソ大学 教授 の地位 を 犠牲 に した,r役 人 か ら
国民 経済学 者へ の 」「リス トの一 生 にお け る も っ
(ユ)
と も重 大 な,も っ とも驚 くべ き方 向転換 」 といわ
れ る 「ドイ ツ商工業 協会 」 の設 立 は1819年4月の
こ とで あ るが,こ の協会 の 法律顧 問 とな った リス
トは,ド イ ツ各地 の商工 業 者へ の働 きか け と会員
相 互 の情報 交換 のため に,機 関紙 の発 行 の必 要 を
痛 感 した。機 関紙 に指 定 された既 刊 の新 聞が次 々
と発 行 停止 処分 を うけた のち,同 年7月10日 に創
刊 され た独 自の機 関紙が"Organ"であ る。8号
ま では編集 者,発 行地,印 刷所 の記載 が な く,9
号 か ら発行 は協会 の管 轄 に移 り,20年7月 か ら再
び リス トが 編集 者に な った。発 行部数 は4,500か
ら2,000の間 を上下 して いたが,21年 に 紙 名 を
?rgandeutscherKaufleute,Fabrikbesitzer,
Staatswirteu.Finanzmanner"と変 え た 頃
に はx,000部を割 ってい た。大 学教 授 らi数名 が 協
力 者 として発 行を援 助 し,経 済 学 者の ラウ と ゾー
デ ン伯,バ イRイ ト大学 教授 オ ッ トーは寄稿 もし
て い る。21年1月 に リス トは編集 か ら退 き,6月
(2)
30日付 け(通 算100号)で発行 が打 ち き られ た・
"ThemisI""ThemisII``1822年4月に政
府 ・法廷 ・官庁 ・官吏 へ の侮 辱 の罪 で10か月 の実
刑 判 決を うけた リス トはs服 役 を拒 んで亡 命 した。
同年5月 に最 初 の亡命先 のス トラス プールで フ ラ
ソス の 自由主 義者 エ イナ ンの著作 を入手 した 。陪
審 裁判 を論 じた この著 作を翻 訳す る ことを 「神 の
啓 示 」 と うけ とった彼 は,フ ラ ックス ラソ ドとと
もに翻 訳 を進め,翌 年 『テ ー ミス1。 法 の歴 史,
エイ ナ ン氏 の フラソス語 の著作 か ら』 とい う題 で
ハイ デル ベル クの ヴ ィソタ ー書店 か ら出版 した。
テー ミス はギ リシ ャ神 話 の中 の法 と正 義 の 女 神
(『掟の女神』)で ある。
ペ ルゾロ ン




もとつ く証明」とい う長 い題で,23年9月にチュ
ー リッヒのゲスナー書店か ら委託出版 され た(印
刷はス トラスブール)。この本は24年に66部,25年
に57部しか売れず,営 業的には失敗で,そ の上 プ
(3)
ロイ セ ソ で は発 売 禁 止 とな った 。
?uropaischenBlatter,oderdaslnte-
ressantesteausLiteraturandLeben
furdiegebildeteLesewelt"亡 命 中 に 出 し
だんらん
た小冊子で,団 簗の話題を提供す るために書評や
他 の雑誌記事の再録 も掲載 した。 リス ト,フ ォル
レソ,ゲ スナーの編集で,他 に数名の協力者がい
た。 これ も営業的には不成功で,資 金不足から リ




ス トは 『綱要 』を書 いた1827年に,バ イエ ルソ王
国鉱 山顧 問官 フ ォソ ・バ ー ダー宛 ての手 紙 で,米
国の運河 と鉄道 の こ とを くわ し く知 らせ,最 新 の
工 法 と統 計資料 を送 っ た。 こ れ ら の 手 紙 は,
"AllgemeineZeitung"紙に掲 載 されたが,リ
ス トは さらにバ ー ダー宛 て に小冊 子 の体 裁 で手 紙
を送 った。 リス トの催促 を うけ て,友 人の ヴェー
バ ー とアル ノルデ ィが これ を集 めて刊 行 したのが
『北米 通信 』 であ る。 第1号 は28年9月,2号 と
3号 は29年に ハ ソブル クのホ フマ ン 巫カ ムペ社か
ら刊 行 された。
1'"National・Magazin"1833年ドイ ツ
に最 初 の大衆 雑誌(?fennigmagazin")カミ現わ れ
た。広 い読 者 層に 向けて分 りや す い記 事 を挿絵 入
りで提供 し,値 段 も1ペ ニ ッヒとやす い この大 衆
雑誌 の 出現 は,新 しい時 代 の到 来を 示す もの であ
った。 この雑 誌 の成 功 に刺激 され て,リ ス トはJ.
ヴェーバ ー,ヴ ィガソ トと図 って大 衆 向け の週 刊
誌 を刊 行 した。大 人 も子 供 も,あ らゆ る階層 と職
業 の人 が興味 を もつ よ うに,家 事,農 業,教 育,
統 計や 旅行,新 しい発 明や新 事業 な ど,だ れ に も
役 に立 つ知識 を提 供す る ことが狙 い であ った。 リ
ら ま
ス ト自身 も 「が ら が ら蛇」「酪馬」などの文章を
フ リー ド リッ ヒ ・リス トと彼 の 時 代
載せ てい る。
1834年1月に ライ プ ツ ィヒで発 行 され,3ケ 月
後 に は1万2,000人以 上 の予 約購 読 者を獲得 したが,
3人 の協 力は長続 きせ ず,1年 間続 いて 同年12月
に終 った。 。DasWurttembergischeArchiv"
や"Eisenbahnjourna1"と違 って,雑 誌 編集 者
として の リス トの 幅 の広 さを 印象 づ け られ る興味
深 い事業 で あ る。
"DasStaatalexiko皿"米国 か ら戻 った リス
トは 国家学 辞典 の編 纂を計 画 し,共 同出 資者 に ア
ル トナ のハ ソ メ リッ ヒ書店 主 の レッサ ーを,編 者
に バ ー デン 自由主 義 の指導 者 で元 フライ ブル ク大
学 教授 の ロッテ ッ クとヴ ェル ッカーを得 た。 共 同
編 集 とい う彼 の希 望は ヴ ェル ッカーに拒絶 され,
リス トは 半額 出資 の影 響力 のな い協 力者 に と どま
った。
辞典 は全6巻2年 で完結 の予 定 で,1834年9月
に第1巻 が 刊行 され たが,そ の直 後に プ ロイセ ソ
で発売 が禁 止 され た。 予約 購読 者数 は第1,2巻
の3,000から第3巻 は2,600に減 り,こ の 第3巻
。D"の 項 目は3年 目にや っ と出 る状 態だ っ た。
リス トの不満 は,報 酬 をふ やす ため に し ば し ば
100頁を超 え る長大 な原稿 を寄せ た ヴ ェル ッ カ ー
の態 度 に向 け られ たが,辞 典 の狙 い につ いて の不
一 致 も彼 の志 気を阻 喪 させた。 リス トは ス ミスの
経済学 に対 抗 して 国民経 済学 の原理 を 提供 し よ う
と思 って いたが,こ れは,経 済 に 関心 が 乏 し く
「政 治 的教 養 の辞 典 を作 って民 衆 の政 治 的精神 を
鼓 吹す る」 とい う編 者 の狙 いか らず れ ていた。 結
局,リ ス トは第1巻 に8項 目,第2巻 に4項 目,
第4巻 に1項 目,合 計13項目を 書い ただ けで手 を
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引 き,1840年に ロ ッテ ックが死ぬ と辞 典 の持分 を
8,000ライ ヒス ター ラーで レ ッサ ーに譲 渡 し たo
ち なみ に この辞 、典は初版15巻が43年に完 結 し(補
巻4冊 はユ846-48年),再版12巻 は45～48年に,3
版14巻は56年に刊 行 され て い る。
"1)asEisenbahnjournal"米国 で の 生 活
(リス トの異文化体験)は リス トに国民 経済 の段 階
的発 展 の思 索 と並 ん で,鉄 道 に対 す る強烈 な関心
を植 え つ けた。鉄 道が 米国 の開発 と統 一 に果す 役
割 を確 信 した彼 は,鉄 道 建 設 を通 じて ドイ ツの経
‐ss‐
済 的統一 と産 業 の発達 を実 現す る ことを 夢見 て帰
国 した。 帰 国後 リス トはす で に"National-Ma-
gazin"に鉄 道 につ いて書 いてい る が,『鉄 道 雑
誌』 は,「 リス トの最 も重要 な最 後 の刊 行 」 と な
った"Zollvereinsblatt`'と同 じ く,彼 の交通 ・
商業政 策 思想 の普及 を意 図 して創 刊 された。
農工 商業 の進歩,国 民 的事業 と公共施 設,各 種
の統計 や新発 見,国 民経済 の文 献 と実際 に おけ る
興 味深 い現 象 を取 り上げ た この雑誌 は,1835年4
月に ハ ソ メ リッ ヒ書 店か ら第1号 が刊行 され,35
年 に10号,36年に25号,37年に5号,合 計40号を
出 して終 った。最 初 の うちは予 約購 読者数 が増 加
を続 け たが,37年に オ ース トリア で発 売 が禁止 さ
れ,こ れ に発 行の不 定期 化 が重 な って廃刊 とな っ
た。
Das。Zollvereinsblatt"『国民的 体系 』 は
出版 の翌年 に 第2版 が出 る とい う好 評 で あ ったが,
これ が リス トに経済政 策論 の雑 誌 の発行 を 決心 さ
せ た。長 年 の知 己 であ る コ ッタ と相 談 した上 で,
リス トが編集 を担 当 して1843年1月1日 に創刊 さ
れ た"Zollvereinsblatt"がそ れ であ る。
大 部分 の原稿 を リス トが 書い たが,他 に も フ ォ
ソ ・パ ッ ヒャー,ド ゥクヴ ィ ッツ,フォン ・ラ ヴ ェ
ル ニュ=ペ ギxリ エ ソな どの有 力な協 力者 がお り,
外 国雑 誌 の記事 や官 文書,陳 情書 統 計 も収録 さ
れ た。 予約 購読 者は43年10月に1,000人に達 し た
が,コ ッタには 余分 な仕事 が ふえた。 旅 行癖 の リ
ス トは不 在 がち で,内 容 も発行 も一 定 しな いため
の苦情 が コ ッタの所へ 寄せ られ たか らであ る。 多
忙す ぎる リス トは書 きか けの原 稿や 出来 の悪 い原
稿 を送 って きた り,送 って こない こ ともあ ったの
に,コ ッタが 自分 の原稿 を検 閲す る とい って憤 慨
した。46年4月 には2人 の間に破 局 が訪れt4月
20日号か ら リス トが単独 で発 行 し,発 送 は ラγパ
(6)
ル ト社が引き うけた。
リス トは三月前期の傑出したジャーナ リス トの
1人である。論敵に対 しては毒舌を交},書 斎の
学者でな く公衆に向けて明解にわか りやす く,問
xぐ
題の本質を挟 りだ してみせた。彼の情熱 と実行力
は出版活動を目まぐるしく変えさせた。何か新し
いものを見ると古 いものを忘れ る。新 しい考えを
一84一 フ リー ド リッ ヒ ・リス トと彼 の 時 代
い か に 早 く弘 め るか に 関 心 が あ っ て,日 常 の雑 事
を こ な し,定 期 的 に 編 集 ・発 行 す る仕 事 に は 向 い
て い な か った 。 採 算 が とれ ず に 損 失 を 生 ん だ こ と
も,約 束 した 原 稿 を 送 らな か った り,他 の 雑 誌 記
事 の 切 り貼 りで 間 に 合 わ せ た りも した 。1つ の 雑
誌 を長 期 間 続 け る意 欲 と能 力 に は 欠 け て い た の で
あ った 。
新 聞 記 者 と して の リス ト19世 紀 の 出 版 物 で は
雑 誌 が 最 も重 要 で あ っ た 。 雑 誌 は 教 養 市 民 層V'自
主 的 な 政 治 活 動 の広 場 を 提 供 した 。 雑 誌 に 比 べ る
と書 物 は 値 段 が 高 す ぎ,新 聞 は 通 俗 的 す ぎ る うえ
に 検 閲 も厳 し か った 。 だ が そ れ に も拘 らず,三 月
前 期 の 自 由 な文 筆 家 や 記 者 と同 様 に,リ ス トに と
って 新 聞 へ の寄 稿 は 生 活 を 支 え る重 要 な 収 入 源 で
あ り,ハ イ ネ,ベ ル ネ,ラ ウベ ら と接 触 す る 機 会
を 提 供 した 。























トは1818年2月 に カ ロ リー ネ と結 婚 し て か ら,自
由 主 義 の ジ ャ ー ナ リス トの 仲 間 入 りを した 。 妻 の
兄弟は軍人であ ったので,別 の仲間に呼びかけて
新 しい新聞の発行を企てた。憲法制定議会の代議
士に選ぼれた義兄のF.ザイボル トを編集 者 に し
て19年1月に創刊 されたのがこの新聞であるQ最
初か ら急進的 自由主義の路線を とっていたので,
当局にに らまれた。 メッテルニヒのお抱えジャー
ナ リス トのフォン ・ゲソツは 「ドイ ツの最 も悪 ど
い火つけ新聞の1つ 」と報告している。当時,商




た。 同年7月15日 に発 行停 止 の処 分 を受 け ると,
ザ イボル トは,"NeueStuttgarterHefte"を
発 行 したが,こ れ も7月1日 に 第1号 を出す と,
24日にザ イ ボル トは主 筆 を退 き,翌 日には発 行停
止に な ったQ
Die。Neckarzeitung"前記 の新 聞 の 継 続
として19年9月11日に創刊 され た。 リス トと妻 の
兄弟 たち が共 同の社 主で編 集者,妻 の姉 の夫 であ
るJ.ラーデが 発行 者 とい う家 族経営 で あ った 。リ
ス トと本紙 との関係 は22年以前 につ いては よ くわ
か らな い。 この新 聞は等族 議会 の様子 を くわ し く
報 じ,リ ス トも恐 ら く匿名 で何 本か の論説 を書 い
た と思わ れ る。 ベ ルネや コル プの協 力 も得 て,本
紙 の評判 は 良か った。
亡命生 活 に入 った22年以後,異 国で この新 聞か
らの収 入に頼 った リス トと郷 国 のシ ュ トゥッ トガ
ル トに い る編 集者 ザ イボル ト兄弟 との 間に疎 隔が
広 が った。 「お前 が金 に困 ってい る とい うこ とで,
私 は少 なか らず 憤慨 してい ます 。新 聞社 に どれ位
お 金が あ るか私 には把 む こ とが で きませ ん… …。
もし ラーデが私 の給 料 と利子請 求分 と受取 りを計
算 すれば,私 が少 な くとも200グル デソを5月 末
までに要 求 して 当然 だ とい うこ とが彼 にわ か るで
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し ょう。」 結 局,リ ス トは米 国へ移 住す る前 に こ
の 新聞 の持分 を処分 した。 再度 協 力を とい う申 し
出 を拒 んだ ことで,リ ス トとザ イボル トとの関係
は 修復不 可能 に なって いた。 この新 聞 は33年9月
14日に発行 停 止 の処分 を受 けたが,そ の時 に はす
で に シル とエル スナ ーの所 有 に移 って いた。
Die"AllgemeineZeitung"この 新 聞 は
フ リ ー ド リ ッ ヒ ・リス トと彼 の時 代
ユ798年に 。NeuesteWeltkunde"の紙 名 で テ ユ
ー ビンゲ ソで創刊 され,同 年 シ ュ トゥ ッ トガル ト
へ 移 っ て,。AllgemeineZeitung"と改 称,
1810年に検 閲 のた め再 び ア ウ クス ブル クへ移 転 し,
三 月前 期 の ドイ ツの最 も重 要 な 日刊 新 聞に な った。
編藻 と発行 は父 子2代 にわ た って リス トの 良 き後
援 者 であ った コ ッタ書店 であ る。
ユ832年に父(J.F.フォソ ・コッタ)の 死 で外 交官
を 辞 して出版 社 を継 いだG.フ ォソ ・コ ッ タ は,
執 筆陣 に一流 の著 作家 を求 め ていたが,34年米 国
帰 りの リス トを協 力者 に獲得 した 。そ の 頃の リス
トは,,NationalMagazin"や「国家学 辞典 」の
編 者で忙 し く,本 紙へ の寄稿 は少 な いが,新 しい
時 代にふ さわ しい新 聞や 雑誌 の あ り方 を手紙 で 提
言 して いた。 その 間に コ ッタは リス トの識見 を認
め,世 に 出そ うと全 力 を尽 くす こ とに な る。
ユ837年リス トは パ リへ行 く途 中 ベル ギ ー で 本
紙 の責 任編 集者 に な って いた 旧知 の コ ル プ に 会
く8)
い,彼 の勧 め で定期寄 稿 者(通 信員)に な っ た。
パ リ時 代 の リス トは本 紙 の外 国特 派員 として 「霊
力に よる治療 」(15.8.'38)「フラソス の 選 挙 熱 」
〈8。3.'39)「パ リの音 楽界 」(28。5.'39)など の 記 事
(s)
を送 ってい る。40年以後は鉄 道 と通商 問題 に関心
が 向か い,43年に"Zollvereinsblatt"を発 行 し
て か らは本紙 へ の寄稿 は減 った。
リス トの資 質や 才能 は短 い新 聞記事 よ り長 い雑
誌論 文 に適 して いた。そ の ため,送 った原稿 が掲
載 され ない こ と もあ って,彼 を怒 ら せ た。 「これ
ほ ど多 くボ ツに な らなければ,喜 ん で本 紙 のた め
に もっ と多 くの時 間をi捧げ た こ とで し ょ う。」原
稿料 の金額 が低 か った こと も彼 を怒 らせ た。 リス
トの 「パ リ便 り」 の稿料 は15フラソだ った が,一
流 の執筆 者 には コ ッタは20～25フラソを支払 った 。
雑誌 論文 に比べ て も低か った ら し い。 「彼 が払 っ
て い る 〔原稿料 〕 の最高 を支払 うよ うに コ ッタに
要求 した。 私 の記事 は他 のだ れ の ものに も劣 らな
C1o)
い と思 う。 人間 の利 己を許 して くれ 。」
『国民 的体系 』 が刊行 された1841年の ユ0月,リ
ス トは ケル ソの 「ライ ソ新 聞 」(新しい「総合的政治
紙」)から主筆 に就 任す る よ うに要 請 を受 けた。 し
か し,彼 は健 康 を理 由に この申 し出 を断 り,マ ル
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クスが そ の地 位 に就 くことに な る。 コ ッタ との 気
まず い関係 か ら抜 けだす機 会 を逃 した ので あ る。
コル フ.とは41年までは文 通 の仲だ った が,リ ス ト
が ア ウ クス ブル クへ 転居 して か ら親 しい交際 が続
いた。 コル プは昔 の恩師 〔リス ト〕 の不 安定 な精
神 状態 を気 遣 って,慰 め,時 に援助 の手 を差 しの
べ,晩 年 の リス トの友人 とな った。 だが ,コ ヅタ
とは遂 に和解 す る機会 が なか った。 「私 が コ ッ タ
と話 し合 う,で す って。一 わ れわ れは数 年来 生
活 を賭 けて戦 って きたの です 」 と,リ ス トは46年
2月 に モ ールに宛 て て記 して いる。 同年4月 リス
トは長年 にわ た る最 も大 切 な友 人で後 援者 を失 う
こ とに な る。 コッタが これ まで の一 切 の関 係 を解
消す る ことを通 知 して きた ので あ る。 リス トが オ
ース トリア領 クフシxタ イソの 山の根 で ピス トル






(2)拙稿rF.リ ス トと ドイ ツ商 人 ・工 場 主 協 会 」(『神 奈 川 大
学 創 立50周・年記 念 論 文集 』1979年)145-150頁。
(3)『小 林 昇 経 済 学 史 著 作 集 』XI,151頁を 参 照 。
(4)『小 林 昇 経 済 学 史 著 作 集 』XI,148-150頁を 参 照 。 そ れ
に よれ ば,こ の雑 誌 はr500部刷 って300部し か 売 れ ない 」
状 態 で,リ ス トは500グル デ ン ほ どの 損 失 を蒙 った と い う
こ とで あ る 。
⑤ リスrが この辞 典 の た め に書 い た項 目は,「 弁護 士 」 「エ
ジ プ ト」 「ア フ リカ」 「ア ラ ビア」 「労 働 」 「労 働 者 ・労 賃 」
「労 働 節 約 的 機 械」 「ア ジ ァ」(以 上 第1巻),「 オ ー ス トラ
リア 」 「バ イ エ ノレン抵 当 ・割 引 銀 行 」r銀 行 」 「銀 行 券 」(以
上 第2巻),「 鉄 道 と運 河,小 型 蒸 気 船 と蒸 気 機 関 車輸 送 」
(窮4巻)の13項 目で あ る 。『リス ト全 集 』 第5巻,33頁o
⑥ 「関 税 同盟 新 聞」 は ユ986年に復 刻 版 が 刊 行 さ れ た(7
巻)。1843年に52号,44年に53号,45年 に52号,46年 に52
号,47年 に52号,48年に51号(最 後 の 号 は51/52含併 号),
49年に 「ドイ ツ 関税 同 盟 新 聞 」 の 名 称 で26号刊行 され,以
上 が 復 刻 版 に収 録 され て い る。 最 初,長 い 題 名で 見 本 号を
6易 出 し,ま た,49年7月 以 降 題 名 を 変 え て51年9月 まで
続 刊 され た よ うで あ る。 発 行 後 数 か 月 で700部 を越 え,43
年 】2月に は1,000部位 出 して い た が,こ れ は 「19世紀 と し
て は注 目す べ き発 行 部 数 」だ とい う。W.Treue,Friedrich
Listunddas"Zollvereinsblatt"(上記 復 刻 版 の
Einleitung)を参 照 。 な お,1846年12月14日付 け の 同 紙50
号 に"AllgemeineAugsburgerZeitung"の悲 報 を転
載 して リス トの死 が 報 じ られ,12月28日 付 け の52号 に
TheodorToegelと思 わ れ るT.の 執 筆 した 「リス トの 死 」
とい う追 悼 の 辞 が 収 録 され て い る。
:・ フ リー ド リ ッ ヒ ・ リス トと彼 の時 代
(7)「鋭 く広 く張 りめ ぐら され た 警 察 」 に よ って 手 紙 は す べ
て 開 封,検 閲 され,行 動 は こ と ご と く監 視 され,「 四 方 八
方 か ら密 偵 に 囲 まれ,密 偵 の 許 に宿 泊 させ られ,密 偵 の サ
ー ビ スを 受 け た」 状 況 の 中 で,リ ス トは1820年2月18日付
け のi妻へ の手 紙 で 「ウ ィー ン で は協 会 の 仕 事 に 支 障 を 及 ぼ
さ ない た め に,〔 ザ イボ ル トの 〕 新 聞 な ど ま った く知 ら な
い と言 わ ね ば な ら な い」 と記 して い る。 拙 稿 「F.リス トと
ドイ ツ商 人 ・工 場 主 協 会 」149,153頁。
(?a)1822年5月,『リス ト全 集 』 第8巻219頁 。
⑧G.コwプ は テ ユ ー ビ ンゲ ン大 学 で リス トの講 義 を 聴 講
し,リ ス トの"Neckarzeitung"に寄 稿 し,リ ス トと一 緒
に ホ ー エ ン ァ ス ペ ル クの 要 塞 に拘 禁 され た こ とが あ った 。
『カ タ ロ グ』223頁。 な お,リ ス トは最 後 に コル プ に あ て た
遺 書 を 遺 した 。 注(11)を参照 。
(9)「 ピァ ノ部 門 では 今 回 も また ドイ ツ人 演 奏 者),r栄冠 が 輝
い た 。 ク ラ ラ ・ヴ ィー クで あ る。 彼 女 の コ ン サ ー トは パ1
で最 も優 雅 な コン サ ー トで あ った 。 公 平 な批 評 家 は こぞ っ
て 彼 女 に リス トや タ ル ベ ル ク と並 ぶ地 位 を与 え,男 性 的 力
と女 性 的 優 美 を備 え た 驚 嘆 す べ き奏 法 こそ この 偉 大 な演 奏
家 の か つ て な い特 質 だ と称 揚 した 。」 これ は 「パ リの 音 楽
界 」 の 一 部 分 で,ク ラ ラ ・ヴ ィー クは の ち の ク ラ ラ ・シ ュ
ー マ ン で あ る 。
(io)前の 手 紙 は1838年9月6日 付 け の コ ッタ 宛 て,あ との 手
紙 は1839年1月30日付 け の コ ル プ宛 て 。 『リス ト 全 集 』 第
8巻,526,533頁;『カタ ロ グ』225頁。
⑪ 『小 林 昇 経 済 学 史 著 作 集 』VIII,309頁以 下 。
